
防護コンクリート

凡　　例

Ｇ－Ｌｉｎｋ

ライナー（ＧＸ型）

ＧＸ形切管用挿し口

ライナー（ＮＳ型）

Lp=1.0m
拘束方向
拘束長一体化の検討

Ｓ=free配 管 図（1）（参考図）

G-G 1000・⊥

工事場所（１）
南区永田東二丁目1番4号地先から7番27号地先まで
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Ｓ=free配 管 図（2）（参考図）
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